
試験科目『会計学』

1,次の各取引について仕訳 しなさい。

(1)愛知株式会社は、二重株式会社を吸収合併し、同社の株主に対し株式 500株 (1株の発行価額は

¥50,000であり、その金額を資本金とする)を新規 :こ発行した.,なお、合併によって引き継いだ二重株式

会社′)「諸資産 11ま¥50,090,000、 1諸負績_||ま ¥2C,0001000で あった。

②下昌株式会社は、革津1'猥式会社を吸収合併し、1司社の株主に対し株式 500株 (1豫の発行価額は

¥50,000であり、その全額を資本金とする)を新規に発行した。なお、合1)'に よって引き継いだ草津株式

会社の「諸資産」|ま ¥50,000,000、 「諸負債_1:ま ¥37,000,000で あった。

te」高山株式会社は、取締役会の決議により、未発行の株式のうち31000株 を1株¥20,000で発行し、全

株式について払込みを受け、払込期日に申込証拠金を資本金に振り替え、男1段預金を当座預金に預け入

れた。なお、資本金には「会社法」で認められる最低額を組み入れる。

申得意先芥見商店から裏書譲渡された岩田商店振出しの約束手形¥800,000を取引銀行で割引に付し、書1

引料¥16,000を 差し引かれ、手取金を当座預金に預け入れた。なお、手形割引に伴う保証債務を¥6,000

計 Lす る。

⑤令和X年 6燿 25日の株主総会においてh繰越利益乗:余金¥3,500,000を 次のとおり処分することが承

認された。

利益準備金 :会社法で定められた額

株主配当金:¥2,000,000

別途積立金:¥800,000

なお、令和×年 3月 31日 (決算日)現在の資本金、資本準備金および千il益準 (1雨金のiFt定残高は、それ

そ
゛
まし¥10,000,000、  ¥800,000、  ¥1,000,000｀ であった。
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2.わが国では 2000年 代以降でキャッシュ。フロー計算書は作成されていますが、それが作成されな

かった 2000年代以前と比較して、利用者は何が分かるようになったのでしょうか。それを、4101字以

上 520宇未満で書いて下さい=その時、以下の 5つの用語を使ってくださいっ用語は、初出の段階で、

控l菱|の
ように、その文字のまわりを回ってください。

用議 :現金主義会計、発生主義会計、収益、費用、利益

3.当工場では、実際総合原価計算を行っている。以下 :こ示す条件と解答欄に示してある数値で、加工

費勘定と仕掛品勘定の残りのカッコを埋めなさい。

なお解答は答案用紙に記入してください。計算も得点に含まれるため必ず記載することr,

[条件]

1.当月の直接材料消費量は 2,400tで あった。なお消費単価には 300円 /ト ンの予定事価を利用し

ている(}

2.加工費 (直接材料費以外の製造費用)は直接作業時間を配賦基準として予定書己賦している。
3.賃金・給料 :前月末払高 110,000円、当月支払高 570,000日、当月未払高 80,000円

4,当月貯蔵品,肖費額        70,000円
5.当 局電力消費額        100,000円
6.当 月減価償却費        360,000円
7.年間加工費予算額      11,900,000目

8.年間予定直接作業時間     17,000時 間
9.当 用実際直接作業時間     1,500時 間
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